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海側のトレンチ・管路位置図
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流入経路調査結果図（１・２号機）
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流入経路調査結果図（３・４号機）
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護岸の調査結果 
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ＬＷ（水ガラス＋モルタル）注入の事例                                             コンクリート打設の事例 
 

ピットの閉塞の概要 
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N 参考５－１

立坑及びピットの閉塞計画図（１・２号機）
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立坑及びピットの閉塞計画図（３・４号機）



号機 設備 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

立坑 －

ピット －

立坑 1

ピット 2

立坑 －

立坑 1

ピット －

1

3

3

3

－

1

－

1

2

－

；実施済み ；水ガラス＋セメント系薬液注入

；計画 CON打設 ；コンクリート打設

４号機

2号機

３号機

４号機

1号機

４号機

1号機

２号機

３号機

４号機

1号機

2号機

３号機

４号機

1号機

２号機

３号機

【対策２－②】

・海水配管トレンチと電源ケーブルトレ
ンチとの接続部近傍のピットの閉塞

【対策２－③】

・流入先の流路延長上にあるピットある
いは流路が不明で流出の可能性を否定で
きないピットの閉塞

立坑及びピット
の閉塞

立坑の閉鎖

【対策１】

・流入経路の上流部に位置する海水配管
トレンチの閉塞

【対策２－①】

・２、３号機での流出事象に類似しスク
リーンポンプ室に隣接するピットの閉塞

1

■対象立坑２箇所（残り０箇所）
・１号機；接続部が、O.P.+4.0ｍ以上である
　　　　　ことから流入することはないので不要
・２号機；立坑B
・３号機；対象箇所なし
・４号機；立坑

■対象ピット４箇所（残り０箇所）
・１号機；対象箇所なし
・２号機；２箇所
・３号機；２箇所
・４号機；対象箇所なし

上　旬 中　旬

2

1

0

3

1号機

対象

ピット

立坑及びピットの閉塞（閉鎖）の工程表

備　考

2号機

３号機

0

６月

ＬＷ

５月
実施済み箇所数
（5/31時点）

2

凡例

下　旬

■対象立坑４箇所（残り１箇所）
・１号機；対象箇所なし
・２号機；立坑Ｂ,（残り立坑Ｃ）
・３号機：立坑Ｂ，Ｃ
・４号機；対象箇所なし

■対象ピット１７箇所（残り１２箇所）
・１号機；１箇所
・２号機；４箇所（残り１箇所）
・３号機；６箇所（残り５箇所）
・４号機；６箇所（残り６箇所）

■対象ピット８箇所（残り５箇所）
・１号機；対象箇所なし
・２号機；２箇所
・３号機；４箇所（残り３箇所）
・４号機；２箇所（残り２箇所）

■対象ピット１０箇所（残り0箇所）
・１号機；１箇所
・２号機；３箇所
・３号機；３箇所
・４号機；３箇所

CON打設

LW

LW

LW

LW

LW

LW

参考６

LW

立坑B，C

立坑B

立坑Ｃ



＜補修前＞

＜補修後＞

損傷した護岸の補修イメージ図
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鋼矢板

スロープ

山側方向

 

海側方向

海

A’

A

A－A’矢視

グラウト材充填
当て板

山側方向

 

海側方向

グラウト材充填

海

A’

A

A－A’矢視



補機冷却用海水ポンプ室
角落とし設置［既実施］

電源ケーブルトレンチ

スクリーン室
角落とし

流出防止措置（スクリーンポンプ室角落とし設置：２号機の例）

角落とし設置状況
（１～４号機にて今後実施）

角落とし設置箇所（例）

角落とし
（プレキャストコンクリート製）

鉄板設置[既実施]（２号機）

 
（４／15完了）

補機冷却用海水ポンプ室角落とし設置
［既実施]（２号機）（５／24完了）

閉塞済ピット

鉄板設置［既実施］
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